自治医科大学機関リポジトリ運用に係る申し合わせ
（趣旨）
第1条

　　自治医科大学機関リポジトリ（以下「リポジトリ」という）は、自治医科大学で作成された研究成果を、電子的に収集・蓄積・保存し、ネットワークを通じて学内外に無償で発信、提供する。この規定により、リポジトリの運用について、必要な事項を定めるものとする。
　　

（リポジトリ登録資格者）
第2条

　　リポジトリに学術情報等を登録できる者（以下「登録資格者」という）は、次のとおりとする。

　　（1） 自治医科大学に在籍している教職員、学生
　　（2） 自治医科大学に在籍していた教職員、学生
　　
（登録対象）
第3条

　　リポジトリに登録することができる学術情報等は、第2条に定める者が作成した次の

　　ものとする。

（1） 論文（学位論文、学位論文要旨及び学位論文審査結果の要旨を含む）
（2） ビデオオンデマンドコンテンツ
（リポジトリ登録要件）
第4条

　　リポジトリに登録することができる学術情報等は、前条に定めるものとし、法令並びに自治医科大学諸規程に反しないもの、及び公序良俗に反しないものであり以下の要件を満たすもの中から、図書館運営委員会の審議を経て掲載するものとする。

（1） ピアレビューされた論文
（2） 学位審査に通った論文（大学院医学研究科修士課程及び博士課程、大学院看護学研究科博士前期課程及び博士後期課程）

（3） 学位論文要旨及び学位論文審査結果の要旨（大学院医学研究科修士課程及び博士課程、大学院看護学研究科博士前期課程及び博士後期課程）
（4）  本学で行われた講演のビデオオンデマンド

　　
（登録データの提供）
第5条

　　リポジトリに登録するデータの提供は、電子データ（PDFファイル）あるいは、紙

媒体とする。
（登録手続）
第6条

　　登録資格者から提供された学術情報等について、図書館管理課職員が登録する。

（登録の削除）
第7条

　　図書館管理課は、次の各号に定める場合において、図書館運営委員会がこれを承認

　　した場合、登録された学術情報等を削除する。

　　（1） 登録者が理由を付して削除の申請を行った場合

　　（2） 第4条に定める事項に疑義がある場合
（著作権）
第8条

　　リポジトリに登録された学術情報等の著作権は、著作権者に帰属する。

2．登録する学術情報等は、著作権者の許諾を得たもの及び、共著者がいる場合は、共著者の同意を得たものとする。

3．登録する学術情報等の著作権は、機関リポジトリに登録された後も、著作権者の元に留保される。

　　
（利用条件）
第9条

　　ネットワークを通じてリポジトリに登録された学術情報等を利用するものは、著作権法に規定されている私的使用、引用等の範囲を超えて利用しようとする場合、著作権者の許諾を得なければならない。

（利用条件の周知）
第10条

　　リポジトリを公開するにあたり、第8条及び前条に定める利用条件を周知し、注意を喚起する。

（管理・運用）
第11条

　　リポジトリの管理及び運用に関する事務は、図書館管理課において処理する。

（免責事項）
第12条

　　本学は、リポジトリに提供された学術情報等を利用することによって発生した利用者
　　のいかなる損害についても、責任を負わないものとする。

（その他）
第13条

　　この規定（案）に定めるものの他、リポジトリの運用に関し必要な事項は、図書館
　　運営委員会の審議を経て定める。

附則
この運用申し合わせは、平成24年11月19日から施行する。

変更後の運用申し合わせは、平成25年8月27日から施行する。

